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もりのにぎわい通信  
 

20１4年４月２7日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2014年 4月 27日（日）9：00～16：00 

場所：小山町 観音地 

天候：晴 気温 22～18℃ 湿度 53% 風向 南西 風速 4m 

参加者：１７人：子ども７人、大人 10 人 

■活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

10：00集合（森もりあそび隊） 

   5/17植林メイン会場の決定､散策路に沿って植林会場までの草刈｡ 

   散策路脇のクズ蔓の除去､枯れ松の片付け､ 

      山菜採り 

      釜戸の火起こし 

11:00 休憩 

散策路に沿って植林会場までの草刈｡ 

植樹 40 ｹ所の選定･目印の支柱立て｡ 

12: 00昼食(山菜の天麩羅) 

13：00 散策路･畑･堆肥場付近の草刈・クズ蔓の除去 

サツマイモ畑の土おこし・畝づくり 

   トマト・ゴーヤ・スイカ・メロンの苗植え付け 

16: 00 後片づけ･解散 

 

■活動報告 

もう暖かいどころか暑いという日になりました。田植えで忙しいため土地改良区の方々の参加はな

しです。ゴールデン・ウィークの始まり日ですが、とても静かな春から初夏という日で、鶯が鳴き雉

が鳴く自然を満喫できる一日でした。 

今日のメイン作業は 5月 17日グリーンウェイブ植樹祭の準備作業です。その前に松林の整理を行い

ました｡今年のﾄﾞｶ雪で倒壊し枯れた松の撤去です｡ 間伐については､秋に実施する予定です｡ 

今回植えるのは、ヒノキが 10本、被爆アオギリ 2世が 5本、シラカシが 5本、ブナが 3本、等々で

40 本を予定しています。橋本 泉さん・橋本昭一さんも加わり喧々諤々どこが最適な場所か検討しま

したが、結局のところヒノキ 10本は南側の斜面で西寄りの松の前が空いている所に決まりました。残

り 30本は既に植えたけれど育ちが悪いか枯れてしまった苗木の入れ替えに使います。だめな苗木を見

つけ植林印をつけた支柱を立てていきました。当日どこを掘り返せばよいかが直ぐ分かるようにする

ためです。これをやっておかないとイベント当日にもたつくことになります。 

次に刈払機を使ってヒノキの植林をする斜面をきれいにし、その前の会場と想定されるエリアを作

ります。さらに会場に着くまでの散策路を刈り払っていきます。まだまだ雑草はそれほど伸びていな

いのですが５月 17日の本番を考えればという事で散策路は一通り刈払機をかけました。 

さらに当日の見栄えでいくとクズに巻きつかれた苗木がいっぱいあるのが気になります。実は毎月
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のお手入れでは間に合わず、特に入口から遠いエリアではクズや雑草で入っていけないほどのジャン

グル状態になるのです。秋が終わる頃になってようやく刈払も行き渡るようになるのですが、一度ジ

ャングルになってしまうと、お手入れでクズの根元は切られていても巻きついた蔓はほとんどはずれ

ないのです。枯れたまま残ってしまい、まるで鳥の巣が樹上にあるかのような状態になっています。

これは一本一本人間がハサミで蔓を切ってやらないと、お化け屋敷みたいな状態のままです。散策路

に面している目につきやすいところだけ頑張ることにしましたが、それでも昼にはとても終われませ

んでした。 

 昼は近くで採取した山菜と橋本さんからいただいた筍で、天麩羅とすまし汁を作ってもらいました。

天麩羅はワラビ・タラノメ・モミジ・ハルジオン・ハリギリ・ヤマウド・カラスノエンドウ・タケノ

コ、すまし汁は筍とワラビに山椒です。本当に春を味覚でも満喫しました。 

昼からは、散策路沿いの刈払とクズの蔓切りの続き作業の一方で、畑作りを行いました。サツマイ

モを植える予定の場所で土おこしと畝作りを行い堆肥も漉き込みました。さらにトマト・ゴーヤ・ス

イカ・メロンの苗を植えました。収穫が楽しみです。 

 

（記録：金井 章男） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■森もりあそび隊 

今回の森もりあそび隊は、小学校の授業参観などの関係で第四日曜日開催となりました。 

しかし土地改良区の方々の参加は、ほとんどなく草刈りは休止状態。その反面普段なかなか来れな

い子の参加もあったり、刈り払い機の作業がなく安全なため、いつもより広範囲に歩き回り、のびの

びと遊び回っていた印象でした。お昼は毎年この時期恒例の山菜の天ぷらでしたが、それを聞いただ

けで「え～お昼・山菜！」と、テンション下がる子もいたため、キッズ中心に炭火で焼く竹くしあぶ

りハンバーグを用意。とにかくじっくりじっくり焼く子、忙しく動き回り焦がしてしまう子、焼き方

にも個性豊かで楽しい食事でした。意外にも年下の子のほうが山菜を堪能していたかもしれませんね。     

午後は好評のハンモックやツリーハウスのブランコに乗ったり、大人に混じって苗植えのお手伝いを

する子も。スイカやメロンの苗も植えました。夏に美味しい実がなるとイイですね。 

( 記録:中桐友哉 ) 

山菜取り 

 毎年恒例の春の味覚！山菜の天ぷらをするために子ども達と森の中で山菜取りをしました。 

子ども達にとっては食べるよりも取りに行く方がうれしかったかな・・ 

いつもは松林の裏の高台にわらびがたくさん育っていたのですが・・今年は不作気味。その代り今

までは見ることができなかったシイタケを育てていた杉林の中でわらびを取ることができました。 

葉の柔らかそうな若い芽をとるんだよと子どもたちにみせると子どもは見つけるのが上手で、思っ

たよりたくさんの収穫がありました。 

野草のカラスノエンドウ、ハルジオンもおいしいとのことで天ぷらに・・・たしかにおいしいかも。 

ちなみにハルジオンににたヒメジオンはおいしくないとのことなので注意！！見分け方は茎を折っ

た時に中が空洞になってるものはハルジオンで、中身があるのがヒメジオンです。 

今まで玉ねぎのかき揚げしかたべなかった中１の男の子はいろんな天ぷらに初チャレンジ・・ 

タラの芽が一番おいしかったとのこと・・少し大人に近づいたかな（やみつきになるよ） 
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橋本さんから持ってきてくださった筍で皮のむき方・ゆで方を伝授してもらいました 

①すべての皮をむく 

②包丁の裏を使って先から根の方に向かって残っている柔らかい皮を削ってとる 

③米ぬかをいれて一時間ほど煮る 

橋本さんのように手際よくとはいきませんでしたが実際にやってみるととってもきれいにゆでられ

ておいしいゆで筍ができました。 

年長さんの女の子が中身なしの筍の皮を大事そうに人形のように持ち歩いていてかわいかった。 

かぐや姫がねていそうなかんじ♪                   （記録：和田みさ子） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■ お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、グリーンウェイブ植樹祭です。 

５月１７日（土）（雨天時５月１８日（日））9：20 受付になります。 

苗木４０本を植樹する予定。いつもより開始時間が早いですがよろしくご参加ください。 

  

http://www.g-cycle.org/


森を守り育てる会 かわらばん 2014 年 4 月号                2014 年 5 月 1 日発行 

 

集合写真 

 

    

山菜採り開始                 ワラビ見―つけた！ 
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ワラビ採ったよ！            山菜あるといいな！ 

 

      

植樹祭メイン会場                                     収穫した山菜 

 

  

竹くしあぶりハンバーグを美味しく焼こう！          会話も弾んで！ 
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火加減は上々              山菜づくしのお昼はどうですか？ 

 

   

揚げたての山菜てんぷら 
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お昼のひと時 

 

   

三本鍬で畑の耕起作業に挑戦      土づくり・畑作りにみんなで取りかかる 

        

鍬やトンビ鍬で畝立て               最後に堆肥を入れて 



森を守り育てる会 かわらばん 2014 年 4 月号                2014 年 5 月 1 日発行 

      

苗植えのお手伝い              異年齢の子ども同士 

 

 

 


